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Robert J. SmHh 
"K A irusu- T he Price o f  Progress 
in a Japanese Village 1951-1975

1

農地改本以降， 日本経済の高度成長を経過して，日 

本の村落の構造，村藩生活はいかに戦前のそれとはま 

化したものになったか，す な わ ち "むら"は変質ある 

いは崩壤したのか , 变質したとすれは’，それはどのよ 

うな性格，構造からどのようなそれに変わったのかと 

いう問題にっいて，農村社会学，農業経済学，法社会 

学の各侧而から多くの研究が果たされてきた。その研 

究の過程において，1950年 代 で は [共同体」の理論的 

梭討に重点が置かれ，I960年代 !;1降には，農地改革;後 

の農民的士地所有の性格規定を基礎として，農民膚分 

解の形爐と性格が資本の強蓄積との関速で檢討されて 

きた。このことは村落に閱する研究において"むら"
の解体を推進する原動力を明らかにする課題でもあっ 

た。高度成長下の農民層分解の進行，兼業の広沉な広 

がりの中で，村落の変化は都市化という側面から研究 

され，また村落の構成耍素である"いえ" 及 び "いえ" 
と "いえ，，の関係がいかに变貌したか，また家族関係 

の変化についての班究もすすめられてきた。

多面にわたる"むら，，に関する戦後の調査，研究の 

中で，Robert J. Sm ith rKurusu — The Price of 
Progress in a Japanese V illage 1951-1975j は , 
戦ぎm t後の番川県の一村落が四チyの一世紀を経た現在 

どのように変化したかを比較検討し，変化め全貌を明 

雄に呈示したという意味で注目すべき著作である。農 

地改苹後の村器の現在にいたるまでの変化について， 

農業溝造であるか，家族形態であるか， "むら"の共 

同体的圓係であるか，ー侧面からの研究は枚举に、と 

まないにせよ，その全姿態の変化を解き明かした研究 

はなかったといってもよいであろう。

著 者 の Robert J. S m it h は，現在コーネル大学人 

顿学の教授であホが，1951〜52年にミシガソ大学日本 

研.'先センターの助手であったとき， Social Science 
Reserch C o u n c ilの奨励金を受けて来日し， 香川県 

寄川郡爐江町の一村落（当時は安原村に属していた）Ku- 
riu^uの調查を行なった。その成果は1953ギ "Kimisu: 
A Changing Japanese Agricultural Comnnimtv’'

r三ra学会雑誌j 72巻 1 号 （1979年2 月）

論文にまとめられ，その部がミシガというドクタ

ン大学のOccasional Papers N um ber5 に掲載され 

た。その他日本関係の論文，著書は次のようである。

R. J. Sm ith and E. P. R eyes； Community Ini;, 
errelation w ith  the Outside world： The Case 
of a Japanese A gricultural Community, 
Am erican Anthropologist 59(3), 1957.

R. J. Smith; The Japanese Rural Community ； 
Norms, Sanctions and O stracism . A m erican  
Anthropolgist 63(3), 1961.

 -------- —— ; A ncestor W orship in Contemporary
Japan. Stanford U niversity  Press.. 1974.

•---------------; A Japanese Community and Its
AiUhropologist, .195レ1975. Journal of Japa­
nese Studies 2 (2 )1 9 7 6 .

2
スミス教授は19S1年の来日以来，数度にわたり来日 

しクルスを訪れているが , 1975年夏には三週間， クル 

スを再調査し , そして本書がまとめられたのである。 ’
先ず本書の構成を示せぱ以下のようである。

前書  R* P，ドーァ

1 享 塩 江 町  .
2 , クルスの人口と家族 

3 享 農 業 の 衰 退  

4 ^ 生計

5 享内 的世 界 の変 化  

0 章 世 代

1 % コミューゴティとしての村落 

8 章 村 落 (D結來の衰微 

あとがき

広讽，多岐にわたフて詳細にクルスという村落の変" 
化を檢討した本書を，全般にわたって紹介することほ 

困難であるが， ここでは，著者がその解明に努力を tli. 
いでいる村落の結合の衰微を中心として著者の考えを 

明らかにしたい。

スミス教授はその序において，25年問における变化 

の概耍を述べている◊ 25：1ド‘前にぎ4 ぎに収めた農機具， 

役牛は姿を消し，その当時には見られなかった自家 )n 
i p , 冷蔵 /Ti，チレビが現在あり，雄物の多くが新しく 

なっている。本州から四国に渡る迪絡船からの景色は 

大きく変わり，瀬戸内海は死に近づき始めている。生
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话は消費的志向をかきたてる坐虚の懷牲となっている 

ように見える。しかしクルスの住民は25年前に戾りた 

いと思わないし，なお物質的進歩を迫い求めると箸者 

はみている。

第 1 章;では，塩江町の概耍と変'化が，世带数，人口， 

公営住宅建設，学校教育，社会福祉， リクリューシg 
ン施設等-にわたって述べられ，第 2 章では，クルスの 

人口構成》家族構成について1951 1̂こと75年とを対比す 

る。塩江町は過練地域であり，人口は25年には}C'半減 

している力；，ルクスでは人ロ数は20%に減少にと1♦ま 

り世帯数は22から23戸へと 1 戸滑加をみている◊しか 

し，一世帯 当̂り家族数は減少している。と‘のような人 

ロ減少率の差は，農業構造，労働市場との関速の中で 

明らかにされる。本章では，さらにクルスの5 家族に 

ついて，家族構成がいかに変化したかを事例的に示す 

ことによって，クルスを取り巻く条件とその家族の対 

応を描き出している。

第 3 章では，日本全体の農業構造及び香川県並びに 

塩江町の農業構造の概況を述べ，そのうえでクルスに 

おける土地所有の変化, 農業機械化の状況を檢|^する。 

平均40ア一ルという零細農業であるクルスにおいて, 
機械化力';進展する。しかし士地移励は少なく，零細経 

営力'；維持される。とはいえ後械化の進展は,農家間の 

ゆい，手間替の関係を消滅させ，農業労働が主婦，老 

人によって担われるという変化を正確に記述する。

第 4 章では生計維持手段として，先ず農業収入につ 

いて，米，商品作物をとりあげ，それが低収入である 

にも拘らず農地が手放されない理由を，士地の資産化 

に求める。その他の生計維持手段i して他産業従事の 

状況を職種，就業地，さらに町にある工場の概要が示 

されろ。そして，農業機械化と労働市場の発展が日常 

の生活をま化させる大きな要因であることを述べた上 

で，その生活がいかに変イ匕したかの検討に移る。

3

第 5 章 i 内的世界の変化」ではクルスの人々の生活 

に生じた質的变化を梭討することを目!^としている。 

こ で は 家 屋 ，家具，調度品，結婚した子供との暮し 

方，衣服と食生活，交通手段から，各種行事，習俗に 

わたって四分の一世紀の変化が具体的に取り上げられ 

ている。この変化についてスミス教授は次のように言 

っている。 rアメリカ中西部の小さな農村に1951年に 

化んだことのある日本人の人類学者J が今日，典処を

見た驚きよりも，私がクルX で見た驚きのはうが大き 

いのではないか0 それはありえないはどのものだ。し 

かし，それぱ確かなことだ"‘…J そして教授は続いて， 

次のように述べている。アメリカの農村も変化してい 

る。L かし，何が, どれはど変化したかにつ、て我々は 

忘れている。♦分それは，我々自身の社会の変化につ 

いて絶えず身をもぅて経験しているからであると。こ 

の章を読む時，戦後生活を過ごしてきた日本人は;こ 

の25年間の生活上の大きな在、化を，今さらのように思 

V、起すに違、ない。まさに経験してきたがゆえに忘れ 

られている生の変化の大きさが，経験しないスミス 

教授によって25年前と瑰在という形で明確に示される 

のである。鶴ぶき屋根のまは消え，家具,調度品には洋 

服だんすを始め, ピアノを持つ世帯まであり，日常の衣 

服は洋服となり，食生活では米の消費が大きく減少す 

る一方，昔はお客にのみ供したような食事が日常化し 

葬式の形式も火葬場が作られたととと参列者に多くの 

時間を費やさせることのないように，初七日のお傘は 

葬式の日に行なわれるというように変化する。また命 

日の行事についても，その当日ではなく，当日に近い 

日曜日にそれが行なわれるという变化が生じている。

このようギ生活上の変化が，家族間，あるいは世代 

間にどのような較差, 断絶を生ずることになるかを,ぃ 

次章でスミス教授は検討する。

第 6 ぎにおいてスミス教授は二宮金次郎の像に代っ 

て，男女児童の二人三脾の像が校庭に設置,されるよう 

になったことに世代間の思想，倫理，行動様式の隔絶 

を象徴的に見出し，その較差を豊富な事例を以て描き 

出している。学校では生徒を罰すろことがなく, 生徒 

を喜ぱそうとするようになり, 子供は利己的になり, 
集団の中でどう振る舞うべきかを知らなくなっている 

ことを学校の先生のロをかりて述べている。

スミス夫妻は19ア5年の夏の或る日職ロの午後，63j■ま 
のおばあさんが家の傍の野菜鳥で働いているC0に，息 

子と妻とその子供は,家の中でテレビを见ている風景 

を目撃する。また他の日曜日の午後，或る家を肋れた 

とき，71歳の当主のみが家に居り，妻は息子夫婦と共 

に自家用市で近隣の寺の息物に出かけ,当主が冷たい 

飲物を用意してくれる場面に遭遇する。このように当 

主が茶菜を客に自ら供するということは，正月以外に 

はなかった光景であり，さらに当主のみを残して家の 

人々が物見遊山に出かけるということは,以前には者 

えられないことであった。そこに家族開係及び世代の 

大きな爽化と查人問題を鋭くスミス教授は息出してい
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r三旧学会雑誌j 72巻 1 号 （197_ ど ね

るのである。

第 7 享では，それまでの農業上，生活上の大きな変 

化を前提として， ミュュチイとしての村浴にどのよ 

うな变化が生じたかを検M している。19S1年には藤業 

村落は日本の社会組織の基後的桃築物と見なされてい 

た。村落はとりわけ，機能している協同的英在であり， 

それは少なくとも地域的統合の跋い観念に基づいたも 

. のであり，また，’卖態的か後念的であるかをH3わず’ 
血縁関係を莲礎にしズ構成された実在やある。1951年 

にはクルスにもさまざまな共同作業と家相互の共同労 

働があった。しかし，1951年においてもむらの共同活

によって，村落外に知れ渡ることになったシ環境汚染 

に対するこの抗議運動は成功を収めるめであるが，こ 

の結果，建設賛成者と反対者は顔を合わせても挨接を 

かわすことのないはどの分裂状態を一*年有余も紐ける 

'ととになり，その問自^^^'会も多数派を占める反对者の 

みめ集合となって事卖上の機能を失ってしまう。この 

ようにクルス村落は深い傷をA ったとしても，'しかし 

スミス教授は，村落が依然として機能しているコミ-  
ニティンあると云う。そこに生れ育ち，互いにすぺて 

を知り合う人々によって梢成される村落では，永久的 

な敵意が発展する余地がないものと，スミス教授は見 

ている。またスミ,.ス教授は,有用性がある腺り，コミュ 

ニティは存続するという見方をとゥている。をしてそ 

の有用は，具体的には村落が生活保障的機能を果たし'，
働があった。しかし, 牛にがいしも" り'^み.，リ'ロ ノ ム ，パ r^，… ’っ … . 一 ’ ^
動はその数にぉいても減少し, むらの行事も簡劃ヒさあるいは果たし得ると期待されるところに求められ。 

r てぶよたことを，スミス教授は描摘してぃる。こ 従 っ て ，村落内では「和j が重要すデf ふが 5  
のょぅな村?‘ の統合がどの殺度1951年に比して解体し ® なコミュニチィにぉいては，

たかを，村落の各種の組織の織を通じてスミス教授全て 'あるということが，老人の経験から/でされてもり，

て;:ぶ ，か -ニ  安全でぁるとぃぅ理由は凝似的な血縁■の縛にょり

村落の自治組絡であり，新しいいえ，村落構成貴と支援を求めれば応じてくれt 人々が，補 て く 人 ^ニ  

しての認定，葬式，結婚，誕生，村落の祭り，道造り， らである。隣人達が互い" t f : ; ナf ，ス 

鎮 制 八社 の 秋 祭り を 取 り し ’きる [同行J は 「自を感じるであろうか」（P，245) そしてス；

治会J に改組され，その構成貝は対等となり，自治会日本村落の基本的性格として，村落微 

森も特ち回りにかわりた。葬式も，火葬場がHi来, 葬関係 を 厳 ?源する。勿論，村落にぉける支配.従属的関 

儀屋にまかせる傾向が強まり，結婚式も自ポであげる係を無視するのではない。しかし, 村落では.権^ _!こf
ことは少なくなり，近隣の結婚式場が利用され，道造 

りもP1J*の土木事業となり，自治義め役割は減じた。ノ乂 

幡神社の10月U 日の秋の大祭も，その日に近い日曜日 

に行なわれるようになり，さらに70年代初碩には帰鄉 

者の多いお盆の8 月14日に夏祭りが開觸されるように

る結束だけではなく，平等主義が働いており，家柄，経 

済力にょる権力も，贫者の福祉を考慮して，責任感を 

以て行使するというドーア教授の見解（福武直著「日本 

の農村社会J 英訳版，序文）をスミス教授もとつている4 
この生活者としての平等主義と村落内の和の規範は，者の多いお益の》月 に 拭 示 ソ "、prj两 レ ' んノ'し レ マ 丄 ， -------- ，人 レ -が-=feふ叉

なった。1951年に組激替えされて設立をみた■ 合 村 落 ^ 部 ? 対2 :  ニ ニ ニ ! ^ : ^

は依然重耍な組織であるが，用水路をコンクリートで 

構築したことから, 除-草作業も水路の補修の労働も軽 

满されるようになった。

このように村落結合が弱くなったのみではない。ク 

ルスでは，村落の協同的性格が永久に失われるよちな 

事件が発生レている。スミス教授は第81^において，， 

この事件を取り上げ，その分析を通じて，日本の村落 

の現在の性格の規定を試みている。その意味で，第®章 

r村落結来の衰微j は本書の要とみなされる章である。 

1973年，.'クルスにプロイラ.一の処理工場のSli設が計 

画される◊それをめぐって，贊成，反対にクルスの化

ことになる。村路の住民は分梨しても依然として住民 

であり，毎日のように鎮を合わせ，結婚式，葬式には 

助け合い，農業者には用水組合がある。1975年の良に 

は妥協が進行している。このことかlbスミス教授は， 

コミュニティがその住民にとってなお引き続き有用で 

あり, ホい感情的な束の!]^さを示すものであるとい 

う結論を導くのである。すなわち，深い分裂が生じた 

u いうポ美の中にコミュ ニチィの根強さを見出したと

も言い得るであろう。

X X X

既述のように本箸作は，戦やま後の本の-^農業村

民は二分タH , 深w a 裂が生じたのである。この紛争バ /斜傲底的に調省し，その豊富な知見を基鍵として25 
は，村游外部でも反対者が建設阻止行動をとったこと年後の現在の村落を捉えますことによゥて，映後日本
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の -^村落の変貌の全寒を描き出し》それを通じて戦後 

日本の政治 . 経资にお照明を当て，その変化を明らか 

にしたというい点で大きな意義のある労作であり，そ 

のような村落変化の実相の多侧ioiからの総休としての 

把握という著者の研究方法は，細分化値向が著しい現 

在ロ本の村落研究のあり:^にー石を投じたものといえ 

るであろう。

しかし，本，における村落変化の総合的把握を通じ 

ても，なお，箸者自身，その変化を量的なものとみる 

のか，質的なものとみるのか，その論理的整理に就い 

ては問題が残されており，特 に [有用性j 概念によっ 

てコミュニティとしての村落の存続を理論化すること 

は，それがあ'^ りにも抽象的概念であるがゆえに，村 

落の性格変化の意義を暖味にするきらいがあることは 

いなめない。また日本村落の—つの性格を[平等主義i 
と [和」に求めるとしても，そ の [平等主義j ,  •■和Jを 

構成する村落構成員の所得稼得構造と日常の生活様式 

の大きな变化は，そ の 『平等主義』あるいは r和j を 

変質させはしないか，さらに村落の生活扶助的社会保 

障の機能の減退と合わせて考えるとき，村落統合原理 

としての r和J のもつ意味は異ならざるを得ないやあ 

ろう。か 、る問題が残るとしても，本書のもつ戦後日 

本村落の変貌，その進歩の代償を明らかにした意義は 

大きなものである。

〔Stanford U niversity Press. 1978 本文 250直〕

高 山 隆 三

(経学部教授）

A•デ ィ ー ト ン

『戦後イギリスにおける

需 要 の モ デ ル と 計 画 』 

(ケソプリッジ用計量;経济学研究叢書. 第 1m  
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本書は , 過 去 5年間のケンプ!)ジジ成長プロジェク 

ト（代表きR .ストーン）の研☆報告書である。第 2巻 

の内容について検討しつつ，第 1 巻 fcも言及すること 

にしょう。 6■経済借造と政策よの執禁者は9 人にわた 

っているが，論文染ではなく，モデルを総合的に把握 

できるよう構成されている。4 体は， I概観， Uモデ 

ル ：定式化と推定， III応 用 ：1980年のイギリ ;̂ 経済，

と3部に分がれている。，第 1部は， 3享 （モデル.プロ 

:ジクシ a ンおよび価格, モデルの概観，モデルの解法）,
第 n 部は, 8 享 （個人消費，投資，輸出，翰入，肩用，価 

格と利潤，所得と支出，企業利® . 配当および留保)， 第111 
部は， 5 章 （IQSO年のイギリス経済：標準ケース，代替的経 

资環境，代替的租税体系とその負担，予算政策‘公共支出およ 

び圃際収支，代替的経済政策) 力、ら成る。

本 の 主 要 な 目 的 は ，1980年のイギリス経済を予測 

することではなく，経资構造をまわすモデルを記沸し， 

モデルを構成する関係式を定式化し，構造バラメ ^タ  

を推定し， これらの関係式を今後どのように発展させ, 
どのように応用できるかを示すことにある。

H

このプロジュクトおよび用いられたモデルの特徴は 

次のように要約できよう。

( 1 ) 4〜 6年先の経済計画のための中期モデルであ 

る0 ，.
(2》 多部門モデルである。 ，

( 3) 1980年の政策目標を設定し，それを達成すべき 

政策手段の値をモデルから求めている。

(4) 1'98 (¥ ^のィギリス経済に対する|^；替的な構造と 

経済政策を示している。

分祈のプレムヴークとしてなぜ計量モデルがすぐ 

れているかの^ 論 a り も 読 者 （特に観念的，卵数量的.
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